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Abstract

FishescollectedattheriｖｅｒｓｏｆＡｍａｍｉｏｓｈｉｍａｌｓｌａｎｄｉｎｔｈｅＲｙｕｋｙｕｌｓｌａｎｄｓ，

ｄｕｒｉｎｇｔｈｅｐｅｒｉｏｄｆｒｏｍＡｐｒｉｌｌ９９１ｔｏFebruaryl992，wereclassifiedintol36spe-

ciesｏｆ４５ｆａｍｉｌｉｅｓ・Ofthese，ｔｈｅｇｏｂｉｉｄｆｉｓｈｅｓｗｅｒｅｄｏｍｉｎａｎｔ，ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ５１ｓｐｅ‐

cies・Basedonthelifecycle，ｔｈｅｒｉｖｅｒｆｉｓｈｅｓｏｆｔｈｉｓareaweredividedintofour

categorieswithonespeciesofunclassifiedcategory：ｆｉｖｅｓｐｅｃｉｅｓｏｆｐｕｒｅｆｒｅｓｈ‐

ｗａｔｅｒｆｏｒｍ；ｏｎｅｏｆｌａｎｄｌｏｃｋｅｄ；１４ofdiadromous；andll5ofperiferal・Accord‐

ｉｎｇｔｏｓｅａｓｏｎａｌｃｏｌｌｅｃｔｉｏｎｓｄｕｒｉｎｇｔｈｅｓｕｒｖｅｙｐｅｒｉｏｄａｔｆｉｖｅｓｔａｔｉｏｎｓｏftheYanma-

gawaRiver，ｍｏｓｔｏｆｔｈｅｙｏｕｎｇｓporadicfishesappearedabundantlｙｉｎｓｕｍｍｅｒ

ｔｏａｕｔｕｍｎ，butdisappearedinwintertospring，Theywerethoughttousethe

riverfoｒｔｈｅｉｒｎｕｒｓｅｒｙａｎｄｆｅｅｄｉｎｇｇｒｏｕｎｄｓ．

琉球列島の陸水域に出現する魚類については，林および伊藤1,2)，林ら3,4)，瀬能および鈴

木5,6,7,8)，瀬能9)，鈴木および瀬能10,11,12,13)，鈴木ら14)，諸喜田15)等によって多くの報告がさ

れており，魚類目録，生息環境および分類学上の知見が数多く得られている。しかし，これ

らの報告は大部分が八重山諸島でのものであり，琉球列島の他の地域における魚類相の報告

は非常に少ない。特に，奄美大島については諸喜田らによる報告'6)があるだけで，陸水域

の魚類に関する知見は非常に乏しい。奄美大島は琉球列島の北部に位置しており，地理的ま

たは地史的条件からみて興味深い位置にある。従って，その魚類相を明らかにすることは，

*’本研究は平成２年度河川整備基金によるものである。
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琉球列島における陸水産魚類の地理的分布に関して，重要な知見を提供すると考えられる。

本研究は奄美大島の陸水域における魚類相と，出現魚類の季節的変化を明らかにするため

に行われた。

方 法

1991年４月から1992年２月までの期間，奄美大島の陸水域である河川の上流部から河口

部までの区間，細流および湿地など15水系38地点において採集調査を行った（Fig.１）。

ただし，住用村内海は内湾構造だが，流入河川の影響によって汽水環境であることから，調

査地点に含めた。採集調査を行った水域を以下に示す。

笠利町手花部地先の細流９．役勝川

竜郷町秋名川１０．山間川

名瀬市知名瀬川１１．荒又川

大川１２．宇検村大良川

小湊地先の湿地１３．湯湾地先の川

住用村川内川１４．河内川

内海１５．瀬戸内町嘉徳川

住用川１６．阿木名川
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Fig.１．ＭａｐｓｈｏｗｉｎｇｔｈｅｓｔｕｄｙｓｉｔｅｓｉｎＡｍａｍｉｏｓｈｉｍａｌｓｌａｎｄ．
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採集方法としては，手網，投網，

釣り，素潜りによる採集を併用した。

また，汽水域での採集は干潮時に行

うこととした。採集した魚類は１０

％ホルマリンで固定した後，研究室

に持ち帰って種の同定および全長の

測定を行った。

また，出現魚類の季節的変化を知

るために住用村山間川をモデル水域

として採集調査を行った。山間川は

住用湾に注ぐ流程約3.3kmの小河川

である。その河口部は住用湾湾奥部

に開口し，干潮時には両岸に干潟が

露出する。なお，河口から上流に向

かって約950ｍの地点に高さ約１０ｍ

の砂防ダムがあり，一部の遡上能力

の高い魚類を除いて移動が妨げられ

ている。河口部から砂防ダムまでの

間に５ヶ所の調査定点（Stn.１～Stn、

5）を設定し（Fig.２），１９９１年４～

５月，同年７～８月，同年１０月，

1992年２月の４回にわたり，１定点

あたり約１時間の採集調査を行っ

た。

結

Ｆｉｇ．２．Ｍａｐｓｈｏｗｉｎｇｔｈｅｓｔｕｄｙｓｉｔｅｓ

ｉｎｔｈｅＹａｎｍａｇａｗａＲｉｖｅｒ．

果

7９

0ｍ

調査水域から採集された魚類を同定した結果，未同定の５種を含めて合計４５科136種が

確認された。Ｔａｂｌｅｌには魚類目録のほか，採集個体数，全長範囲，生活型を含めて示した。

科および種の配列，学名，和名は主に益田ら'7)に従ったが，リュウキュウアユについては

Nishida'8)に，ハゼ科ヨシノボリ属については川那部および水野'9)に従った。生活型は後

藤20)に従い，生活環により区分を行ったものだが両側回遊魚，汽水性淡水魚，偶来,性淡水

魚の定義を以下の様にした。両側回遊魚は，生活環のある一定の発育段階に海から河川に遡

上する魚類のうち降河回遊魚を除き，成魚が通常純淡水域に生息する種，および成魚が汽水

域から純淡水域にかけて生息する種のうち，純淡水域に陸封された個体群の存在が知られて

いる種と定義した。汽水′性淡水魚は，成魚が通常汽水域に生息する種，および成魚が汽水域

から純淡水域にかけて広範に生息する種とした。また，偶来性淡水魚は成魚が陸水の影響を

受けない水域にも出現することが知られている種とした。各魚類の生活型は文献の記載4,5,6.

7,8,10,11.12,13,19.21)，および今回採集された場所から判断した。
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Mumenid2e

Ｔａｂｌｅ１．AlistofthefishescollectedinrivｅｒｓｏｆＡｍａｍｉｏｓｈｉｍａｌｓｌａｎｄ．

Plecoglossidae

CypIinidae

Teraponidae

Sparidae

Scorpididae

Scatophagidae

Chaetodontidae

NumberofTotallengthLifb
Specm肥nｓ（皿）ｆｂｒｍ

●Family Spedesname Japaneseｎａｍｅ

のp血usazmjOLinnaeus

Sα"jdagmcjJis(QuoyetGaimaId）

０，ﾉzjtzskztipes(TemmincketSchlegel）

Gam6usjZzqﾉﾂInjS(BajIdetGiraｴ｡）

Coejbnotus域SpjS(Bleeker）

Oostethus6mchyurus6mchyums(Bleeker）

HiPpjChthysSp厘倣(RiippeU）
Ｈ Ｃｙ皿oSpjIh4s(Bleeker）
Ｈ ノifPmgo刀usBleeker

HiPpoazmpusﾉbudtzBleeker

Athennidaesp，

MUgjZcgpﾉiaji4sc8pﾉiajh4sLinnaeus

LizaqﾉﾂInjS(Gimther）

L・macrokPjS（Smith）

Sphymena6armcudn（Walbaum）

Am6assjSmtem4ptusBleeker

EpjnephejhjssujlIUs（Valenciennes）

Ki』ﾉMkzmaJginata（Cuvier）
Ｋ ’z4pest応(Lacep§｡e）

Apogo7zamboine71sjSBleeker

SjZkMgomacujataQuoyetGajmaId

Scomberojdbstoﾉ(Cuvier）

Carα”se.《/tzscjtItusQuoyetGaimard

C．pqpuensjSAlleyneetMacleay
C、 ig7zobjJMS(For宙skAl）

LeiOg71athusequljJh4s(FCI君skiil）

Ge77℃s伽me72tosusCuvier

G．ｓｐ，

MujIbjdiCﾉithys/ZauolEneatus(Lacep§｡e）

Pcm4peneusSpjIh』､ｓ(Bleeker）

P．m6escelzs(Lacep§｡e）

P．mdiCus(Shaw）

Ｇｉ花jjamezinaJoIdanetStarks

Lutﾉﾋ､usαﾉgE7zt力mcukztus（FoISskAl）
Ｌ・ 〃u</hmma（FCI冒skiil）

L、russe雌(Bleeker）

Ｌ・ 〃uｕｓ(Schneider）

PJ@℃to伽72chusniger(Cuvier）

PomadaSyshastα(Bloch）

Teｱ℃ﾘponjtzrbuα(ForBskAl）

AccmthOpqgmssjUjbo血sAkazaki

Mibroca,z仇usst増ａｔuｓ（Cuvier）

SbatOphagusa,gus（Linnaeus）

Chaetodo凡uaga6undh4sLinnaeus

C．αwipesJordanetSnyder

HbnjOcﾉtusacummatus（Linnaeus）

Ｍ日gajbpsC)mnojdes（Broussonet）

AngujZkz脚onjazTemmincketSchlegel

A．mamlorataQuoyetGain過rd

Gymlzotﾉtomjrpseudbtﾉiｼ応ojdbus(Bleeker）
Ｇ・ ｓＰ・

PjecogjOssusaJtjuejISFyuAyueｱ1sjSNishida

CamssjZ4saumtuskmgsｄｏ城TemmincketSchlegel

Elopidae

Anguillidae

イセゴイ

ウナギ

オオウナギ

アミメウツポ

ウッポ属の1種

リュウキュウアユ

ギンプナ

コイ

マダラエソ

メダカ

カダヤシ

イッセンヨウジ

テングヨウジ

カヮヨウジ

ハクテンヨウジ

アミメカワヨウジ

オオウミウマ

トウゴロウイワシ科の1種

ポラ

セスジポラ

コポラ

オニカマス

ナンヨウタカサゴイシモチ

チャイロマルハタ

ユゴイ

オオクチユゴイ

アマミイシモチ

ホシギス

ミナミイケカツオ

ギンガメアジ

オニヒラァジ

ロウニンアジ

セイタカヒイラギ

イトヒキサギ

クロサギ属の1種

モンツキアカヒメジ

オキナヒメジ

ホウライヒメジ

コバンヒメジ

オキナメジナ

ゴマフエダイ

ニセクロホシフエダイ

クロホシフエダイ

オキフエダイ

クロコショウダイ

ミゾイサキ

コトヒキ

ミナミクロダイ

カゴカキダイ

クロホシマンジュウダイ

フウライチョウチョウウオ

チョウチョウウオ

ハタタテダイ

６
１
１
２
２
別
皿
刊
３
賜
躯
別
８
ｕ
４
１
４
３
８
０
７
３
１
１
９
２
７
１
２
４
７
０
３
１
２
９
３
２
１
１
８
８
２
１
３
３
１
１
８
２
３
１
１

２
７
４
３
７

３
３
３
３

１

３
５

１

１

69.＆127.1

227.1

238.7

323.0368.8

150.0畠463.8

31.4-202.6

86.3135.0
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Pomadasyidae

Atherinidae

Mugilidag

Sphyraenidae

AmhH函d2e

SermnidHe

K'１hliidae

Synodontidae

Adlianichthyidae

128.G173.9

18.7-36.8

19.8-39.0

97.斗131.0

59.1-166.5

100.2-200.9

45.7-103.6

83.6

53.4-127.0

44.3戸49.4

50.5-214.5

61.ｅ257.4

52.O115.3

27.俳149.2

34.0

217.1

61.3212.3

37.岳77.0

23.3戸83.0

155.9

35.2-141.6

66.号166.5

65.俳160.4

67.＆142.0

51.6-269.8

244.5

58.1－140.0

98.9-109.0

37.8-46.5

41.5-44.9

39.0

20.5

43.8-138.2

20.0畠86.0

38.4-62.5

27.9-128.0

58.0-69.9

131.1-192.5

19.4－117.2

30.8199.3

17.5-64.7

21.3-21.7

29.6-44.1

49.8

56.9

Ｐｏｆｕ｡iliidHP

Syngnathidae

Mullidne

Apogonidae

Sillagdnidae

Carangidaｅ

Leiognathidae

GelTPidae

Gimllid2e

Lutjanidae



T伽ね凡jIbtjCa（Linnaeus）

Stegastesajtus（Okadaetlkeda）

lVbOpomac巴71trustae7zjZ‘ruｓ（Bleeker）

Pomace7ztmsnagasajbje7zsjＳＴａｎａｋａ

Ｐ．tag71jometQpo凡Bleeker

A6ude/U〃uα蚊nsjS（QuoyetGaimard）
AcoejestmIjs（Cuvier）

C胸s奴era,"zjmacukztα(Cuvier）

GonjiStjZ‘szo”tuｓ（Cuvier）

ThaJtzssomacUpjdo（TemmincketSchlegel）

H上zJZChoe7でstﾉimacujbItus(QuoyetGaimard）

TrjChjUruskpturusLinnaeus

Zancltjscomutus（Linnaeus）

Acant加rust7iOstegus（Linnaeus）

Ａ、、凡thQpterusValenciennes

SigaJzo4sguttatus（Bloch）

８．ｓｐ・

Bost7ychussmensiSLacep§ｄｅ

Ｅ陀otrjSac“thQpomaBleeker

E． ／i↓sca（BlochetSchneider）
Ｅ、mekmosomaBleeker

Asta7Qpte7y虻semjpu7zctatusRiippeu

PaJfOgjbssusdotujTomiyama

P．ｒａｏｊ（Herrも）

PrjokpjSsemjdojIatus(Valenciennes）

Ace7ztrogo6jZ4sp/kzumjj(Bleeker）

Drom6ussp・

恥yﾉαspu凡tａｎｇ（Bleeker）

Fauo噸o6jZ‘sgym7zauchen（Bleeker）

凧趣hej(Bleeker）

IStigo6jUscamp6eUZ(JordanetSnyder）

0贈oj8pjSacutipe7mjS(Valenciennes）

０．ｓｐ・

YbngejChthysc7fnigFr(Valenciennes）

Amblygo6jusaめjmacukztus（Riippeu）
Ａ、凡octumus（HeITも）

MyersmamacrostomaHen℃

Mahjdb血mystacina（Valenciennes）

Ｍｍｇａ７ｉ７１ｕｓｕﾉaterousjHen℃

0j埴yl"vibhthysQphthajmo72ema（Bleeker）

０．ｕｌｓｑｙａｎｕｓＨｅＩＴｅ

ＡｕﾉaousmekmocqphaJUs（Bleeker）

Ｃａ"Ogo6jUstα',egasjmae(Snyder）

MugjJOgo6jZ4s/bntjnajiS(JordanetSeale）

ＭＣｈＵＪｔＺｅ(Smith）

Pseudogo6jUsmasago（Tomiyama）

Redigo6jUs6jhokmus（Her1℃）

Rhmogo6jUsg”伽uｓ（Rutter）

Ｒｓｐ・ＣＢ

Ｒｓｐ・ＤＡ

Ｒ ｓｐ・ＤＬ

Ｒｓｐ・ＭＯ

Ｒｓｐ・ＹＢ

Ｔ７｡、増er虎urojUﾉaeJordanetTanaka

Ba伽go6jUscocosensjS（Bleeker）

8１

チカダイ

セダカスズメダイ

リポンスズメダイ

ナガサキスズメダイ

スミゾメスズメダイ

オヤビッチャ

ロクセンスズメダイ

イチモンスズメダイ

タカノハダイ

ニシキベラ

ミッポシキュウセン

タチウオ

ツノダシ

シマハギ

クロハギ

ゴマァイゴ

アイゴ属の1種

ジャノメハゼ

チチプモドキ

テンジクカワアナゴ

オカメハゼ

ホシハゼ

サツキハゼ

ミヤラビハゼ

イレズミハゼ

スジハゼ

クロコハゼ

インコハゼ

ヒメハゼ

ミナミヒメハゼ

クツワハゼ

ノポリハゼ

クチサケハゼ

ツムギハゼ

サラサハゼ

ホホベニサラサハゼ

ハゴロモハゼ

カスリハゼ

ウチワハゼ

マツゲハゼ

ミナミサルハゼ

クロミナミハゼ

タネハゼ

イズミハゼ

ナミハゼ

マサゴハゼ

ヒナハゼ

ゴクラクハゼ

シマヨシノポリ

クロヨシノポリ

ヒラヨシノポリ

アヤヨシノポリ

キバラヨシノポリ

ナガノゴリ

スジクモハゼ

１
２
０
１
６
１
１
１
２
１
４
１
扮
判
迦
皿
５
１
０
３
５
１
９
５
１
６
０
４
９
０
５
０
４
７
４
３
１
３
５
躯
那
４
皿
別
賜
２
船
製
禰
必
泌
帥
咽
妬
肥

３
６
６
２
１
３
８
ｕ
ｌ
２
１
３
１
１
１

１
１

１

Siganidae

Gobiidae

Numb蔵｡fTot‘U"gth総（m､）sPeQmens
JapaneseｎａｍｅSpeciesnameFamily

115.0

37.0-45.2

20.2-81.3

21.8

21.俳95.8

35.0

39.0

35.0

87.8-167.7

44.6

32.2-78.9

705.4

四宮，池：奄美大島における陸水域の魚類相

27.6-59.5

22.O133.9

28.俳52.0

48.1

24.卜134.0

33.6-170.7

29.0-60.1

35.2

17.俳22.4

17.930.7

18.5

20.0-49.5

19.O50.7

108.9-127.7

15.卜51.2

18.5-49.1

25.4-45.3

22.1－56.6

20.2-50.1

29.卜142.2

49.3-95.5

40.7-46.4

20.4-45.0

26.卜28.1

12.1-35.8

34.2-69.6

24.1-65.1

46.2-110.0

32.0-67.8

16.0-40.9

17.0-31.0

23.排23.8

13.俳37.9

21.0弓84.4

21.O70.5

35.扉92.9

34.3戸85.4

19.3-63.3

14.072.9

19.2-109.8

25.2-49.3

Cheilodactylidae

Labridae

艶
即
政
釦
即
釦
釦
釦
釦
釦
釦
釦
釦
釦
釦
釦
印
町
政
他
政
釦
釦
釦
即
釦
政
政
助
釦
釦
駈
駈
釦
釦
釦
釦
釦
政
駈
政
如
政
駈
政
釦
駈
皿
如
蜘
獅
趣
皿
如
印

Cifhlidae

Pom2centIidae

Trichiuridae

Zanclidae

Acanthuridae



Gobiidae
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クモハゼ

イワハゼ

ヒトミハゼ

ゴマハゼ

ミツポシゴマハゼ

ミミズハゼ

ナンヨウボウズハゼ

ポゥズハゼ

ミナミトビハゼ

アサガラハゼ

チワラスポ

ヒゲワラスポ

ハゼ科の1種

イヌギンポ

ニセカエノレウオ

イソカサゴ

コクチフサカサゴ

サツマカサゴ

コチ

テンジクガレイ

キヘリモンガラ

ムラサメモンガラ

クサフグ

オキナワフグ

サザナミフグ

スジモヨウフグ

キタマクラ

ハリセンポン

０
１
９
５
１
７
７
４
７
２
３
２
１
６
１
１
１
２
１
７
２
１
２
８
１
１
１
１

１

４
７
２
４
３
６
４
４

8２

Numb唾ofTotallmgthLife
specimems

Family Spedesname Japaneseｎａｍｅ

22.0畠81.2

67.0

31.卜78.1

11.朕18.0

11.2-17.4

21.0-42.8

19.1-39.0

32.ト111.1

25.2-93.6

39.5-47.2

89.3－153.2

23.O142.8

26.4

24.0-48.8

109.0

103.4

62.5

38.0-72.3

121.1

67.O192.2

44.1-46.2

32.0

30.1-142.0

20.2-128.5

29.0

41.5

41.7

171.7

Ｂ、 β』sCus(RiippeU）

GJOssogo6jijsceje6jUs(Valenciennes）

Ｇ、bjOcgjjatus(Valenciennes）

P〔mCkzha胆uﾉ城(McCuuoch）

Ｐ．t7imacujataAkihitoetMegum

LuciOgo6jUsguttatusGill

Stjphodo凡e姥α'１ｓ(Steindachner）

SjCyQptems抑o7zjbus(Tanaka）

Pe7wiOphthajmusIﾉu4ga7iSEggert

Bracﾉﾘyam6IyQpus〔motus（Franz）

TaenjojdEscj77･ａｔｕｓ(Blyth）
孤jZmjCojblSmith

Gobiidaesp・

Petrosci7tesuma6jZiSCantor

IStめj2nnjUsedentujh‘ｓ(BlochetSchneider）

Scomae7zo血sjZttorajiS(Tanaka）

SCO、ae72amjOstomaGUnther

Sco7pae凡Qpsisdkz6oJi4s(Cuvier）

Pkztyc印hajUsjndiCus（Linnaeus）

Pseudortombusarsji4s(Hamilton）

PseudO6ajZStes肋uima,ginatus（Riippeu）

Rﾉtjneamthusacuj2atus（Linnaeus）

TahiA4gu卿ho6jbs(JordanetSnyder）

Chejbnodbnpatocα(Hamilton）

Arothro凡hjSpjdus(Linnaeus）

A，ｍ〔mjje71sjS(Proc§）

C〔mt姥aster施uukztα(TemmincketSchlegel）
DjodonﾉtojbamthusLinmeusDiodontidae

Pr,ＰｒｉｍａＩｙｆＩ泊shwaterfish；Ｓｅ,SecondaIyfIもshwaterfish；Ｌａ,Landlockedfr℃shwaterfish；Ｃａ，Catadromousfish；

Am,Amphidromousfish；Ｂｒ,Brackishwaterfish；Ｓｐ,Sporadicfish；(+),Confirmedbyobservation

奄美大島陸水域に出現した魚類を科別にみると，ハゼ科が最も多く，５１種を占めた。次

いで多いのはスズメダイ科７種，ヨウジウオ科６種，フグ科５種であった。出現魚類のうち，

一次的淡水魚２種（ギンブナ，コイ)，二次的淡水魚３種（メダカ，カダヤシ，チカダイ)，

陸封性淡水魚１種（キバラヨシノボリ）の３タイプが純淡水魚に属するものである。同様に，

降河回遊魚２種（ウナギ，オオウナギ）と両側回遊魚12種（リュウキュウアユ，テンジク

カワアナゴ，クロミナミハゼ，ゴクラクハゼ，シマヨシノボリ，クロヨシノボリ，ヒラヨシ

ノボリ，アヤヨシノボリ，ナガノゴリ，イワハゼ，ナンヨウボウズハゼ，ボウズハゼ）は通

し回遊魚に属する。汽水性淡水魚３１種と偶来性淡水魚84種は周縁性淡水魚に属する。以上

の３グループ間の構成は，それぞれ純淡水魚６種，通し回遊魚１４種，周縁性淡水魚１１５種

であった。

山間川から採集された魚類は，未同定の１種を含めて１８科４８種であった。Ｔａｂｌｅ２には

出現魚類目録および季節別の出現地点を示した。生活型別の出現種数の季節的変化（Fig.３）

をみると，両側回遊魚は大きな変化が見られなかった。汽水'性淡水魚と偶来性淡水魚は春期

から夏期にかけて増加し，冬期に著しく減少したが，特に偶来性淡水魚の変化が最も顕著だっ

た。

釦
地
町
政
政
釦
如
趣
町
政
釦
欧
？
釦
釦
釦
釦
印
即
釦
釦
釦
釦
釦
釦
助
釦
釦

B1fmniid別e

ScoIpaenidae

Platycephalidae

Paralichthyidae

Bali貝tidRe

TetraodonitidRe
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汽水性淡水魚と偶来性淡水魚について，成魚が出現した種と成魚が出現しなかった種の２

タイプに区分し，出現種数の季節的変化をFig.４に図示した。両側回遊魚は全種について

成魚が出現したので，図には含めなかった。汽水性淡水魚では過半数の種で成魚が出現した

が，偶来性淡水魚では成魚が出現しなかった種が大多数を占めた。また偶来性淡水魚では，
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成魚が出現した種数と出現しなかった種数の季節的変化のパターンは同様だったが，成魚が

出現しなかった種数の方が，成魚が出現した種数よりも春期から夏期，秋期から冬期の各時

期において顕著な増減を示した。以上のことから，夏期から秋期にかけて出現魚類種数が大

幅に増加するのは，主として偶来性淡水魚の未成魚が多く河川内に侵入するためであると結

論づけられた。

考 察

諸喜田ら,6)は奄美大島の河川産魚類として１４科36種の魚類を報告したが，このうちニ

セシラヌイハゼとタネカワハゼの２種については今回の調査では確認出来なかった。また，

益田ら,7)，川那部および水野19)，宮地ら21)による地理的分布の記載から，奄美大島の陸水

域に生息する可能性が高いと考えられる魚類のうち，今回の調査で確認出来なかったものと

してはドジョウ，トゲナガユゴイ，タメトモハゼ，スナゴハゼ，コンジキハゼ，ヒモハゼ，

ヨロイボウズハゼ，トビハゼ等が挙げられる。このうち，現地での聞き込みによれば，ドジョ

ウはかつて豊富に見られたが，現在ではほとんど見られないとのことであった。

出現魚類のうち，明らかに移入による人為分布と考えられる魚類としては，カダヤシおよ

びチカダイの２種が挙げられる。チカダイは内海に注ぐ川内川から採集されたが，これはか

つて内海において養殖されていたチカダイが流出したものに由来すると考えられた。カダヤ

シについては，詳細な移入時期は不明である。

琉球列島の河川における魚類相の特徴としては，純淡水魚が極めて少数しか生息せず，周

縁性淡水魚が大部分を占めることが指摘されている5)。また，ハゼ亜目魚類が豊富であるこ

とも大きな特徴である5,9)。以上の２点について，今回の調査結果もこれを裏付けており，

このことは琉球列島の陸水域において一般的な傾向であると考えられる。

本研究の結果，夏期から秋期の問に多くの偶来性淡水魚の未成魚が河川に侵入することが

明らかになった。その原因のひとつとして，浸透圧調節との関係２１)が考えられる。成魚が

出現した種数は高水温期に増加しており（Fig.４)，この時期は偶来性淡水魚にとって海水

よりも低塩分である河川汽水域の方が好適な環境であることが予想される。しかし，成魚が

出現しなかった種が成魚が出現した種よりも顕著な増減を示したことを考慮すると，瀬能9）

が述べたように，これらは未成魚期までの育成場あるいは索餌場として河川水域を利用して

いるものと推察された。その際，河川水と海水との水温差が小さく，しかも浸透圧調節にも

都合の良い高水温期に河川に侵入するものと考えられる。

要 約

1991年４月から1992年２月にかけて奄美大島の陸水域で魚類相調査を行い，４５科136種

の魚類が確認された。奄美大島の陸水域における魚類相の特徴として，ハゼ科魚類が最も優

占していること，周縁‘性淡水魚が大部分を占めることが明らかになった。また，山間川にお

いて年４回の採集を行い，魚類相の季節的変化を調査した。殆どの偶来‘性淡水魚は夏期から

秋期の間は河川内に侵入するが，冬期から春期の間は侵入しないことが確認された。特に未
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成魚において顕著な増減が示されたため，未成魚の育成場および索餌場として利用するため

に河川内に侵入するものと考えられた。
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